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インド農村における初等教育の現状

ーデリー首都圏内近郊農村の事例-

1 .はじめに

1 )問題の所在

インドでは、経済自由化後の急速な都市化・

工業化の進展のもと、労働市場が拡大し、その

就職において学歴のもつ意味が大きくなってい

る。このことは、これまで職業の重要な規定要

因が、生まれ(ジャーティ)をベースとする

カーストであったインド社会において、その社

会構造を大きく変革させる誘引になるものと考

えられる O

最近の研究では、インドで受験競争がます

ます激化しており、一流大学や人気学部への入

学は年々難しくなってきていることが指摘され

ている。インドの大部分の大学には入学試験が

なく、後期中等教育修了試験(第 12学年修了

時)の成績によって、入学の可否が決定され

る。ネル一大学をはじめとする国立大学やイン

ド工科大学(I1 T)などの一流大学への出願の

ボーダーラインは、年々高くなってきており、

100点満点中 75点以上でなければ出願ができ

ず、 80点以上でなければ合格が難しいとされ

ている(モトワニ， 1998) 0 押)11 (1998) によ

ると、デリー川|において中央中等教育ボード

(Central Board of Secondary Education)が

実施 1)した後期中等教育修了試験の合格率は、

公立学校が68.3%に過ぎなかったのに対して、

私立学校では83.70/0であった。さらに成績上

位者は私立学校に集中しており、先の一流大学

出願のボーダーラインとされる 75点以上の 8

割以上は私立学校の生徒が占めていた。このよ

うに、私立学校出身者と公立学校出身者の聞に

明らかに学力格差が生じているD また、 Singh

and Sridhar(2002)は、ウッタル・プラデー

南埜猛

シュ州での私立学校と公立学校を比較し、教師

と生徒の比率や学校設備などの教育環境におい

て私立学校が恵まれていることを明らかにして

いる。

農村地域では、公立学校の整備さえも遅れ

がちで、私立学校の立地も限られていた。しか

し都市が拡大することで、都市近郊に私立学校

が立地し、近郊農村の住民にとっても学校選択

の幅が拡大している。また都市化や工業団地の

立地に伴う就業機会の増加を受けて、親の教育

への関心も高まっているものと考えられるD そ

こで、南埜 (2003)では、近郊農村における教

育の実態を、デリー南東郊外のノイダ工業団地

に隣接する農村R村での現地調査(1997・98年

調査)に基づいて検討した。その結果、次の4

点を明らかにしている。①20歳以上の成人世

代では、男女問、カースト間で、より顕著な教

育の格差が存在すること、②学童世代では、ほ

ぼ全員が学校に在籍しており、教育を受けるこ

との一般化が進んでいること、③公立学校と私

立学校の教育環境には大きな格差があり、より

良い教育環境を求めて、公立学校から私立学校

へと移動するなど教育熱の高まりがみられるこ

と、④学童世代においても、男女間あるいは

カースト問で、教育の格差は存在するが、女子

あるいはカースト社会において下位に位置づけ

られるカース卜・グループの子供に対しでも、

制度的にはより良い教育環境の提供は開カミれて

おり、その一部の子供は、私立学校で教育を受

けていることが確認された。

本稿は、これらの先行研究を踏まえ、同じ

くデリー首都圏の南西郊外の農村を取り上

げ、公立学校と私立学校の学校選択に注目
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し、その教育の現状を明らかにすることを目

的とする。具体的には、近郊農村の住民が、

その子供に対してどのような教育を与えてい

るのかを、親の学歴・家庭の経済力(収入)・

カーストの 3点を指標に、学校選択の差異を

考察し、そこにインド社会を特徴づけている

カースト聞や、あるいはジェンダ一間・経済

力間・学歴問での違いや格差の有無を検討し

た。

2)研究の方法

事例農村として取り上げた GK村は、ハリ

ヤーナ一件|グノレガオン県に属するD 国勢調査に

よると、 2001年現在、 GK村は世帯数280、人口

は1，698人(男 927人、女771人;推定)である

(第 1表)。現地調査は、 2003年 12月に実施し

たD 調査内容は、調査票を利用した標本調査と

教育に関するインテンシブな聞き取り調査の2

つに分けられる。標本調査世帯のサンプリング

には、 2003年 1月1日時点で作成された選挙

人名簿(有権者数:1147人)を用いた。名簿に

記載された選挙人を、村長ならびに元村長にそ

れぞれのカーストの同定を依頼し、その結果、

ブラーミン、ジャート(以上、一般カースト)、

バラギ、カティ、ナーイ(以上、後進諸階級)、

チャマール、バルミキ(以上、指定カースト)

の7つのカーストと新住民の社会集団が確認さ

れ、それぞれの人口比が得られた(第2表)。そ

の人口比ならびに集落全体に分布するように標

本世帯を選定した。最終的には、村全体の約6

割に当たる 168世帯を対象に標本調査を実施し

た。調査票には、カースト、性別、年齢、職業

などの基本指標に加えて、就学中の子供に対し

て、その通学している学校に関する項目(学校

名、使用言語、所在地)を加えた。さらに標本

調査によって確認された公立・私立学校への聞

き取り調査を実施した。

本稿での分析では、標本世帯 168世帯の内、

18歳未満で、学歴が初等教育に相当する(第

1学年から第5学年)児童を対象とする。対象

第 1表 GK村の人口動向と識字率の推移
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識字率 C%i

児童は、 69世帯の 122名である。その内訳は、

男子 72名、女子が 50名であった。

2. 事例調査村の概要

1 )位置

グルガオンは、デリーの衛星都市であり、

デリーの中心部から南西に 20'"'"'30km圏にあ

る。周辺には、インディラ・ガンディ国際空

港があり、またデリーから延びる国道8号線

に沿ってスズキ自動車との合弁会社であるマ

ルチ・ウドヨグ社や二輪バイクのヒーロー・

ホンダ社などが立地する工業団地が開発され

ている。また近年ではIT関係のオフィスの立

地も進んでいる。
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中心部から南西6kmに位置し、グルガオン市
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ー11-
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児童は、 69世帯の 122名である。その内訳は、

男子 72名、女子が 50名であった。

2. 事例調査村の概要

1 )位置

グルガオンは、デリーの衛星都市であり、

デリーの中心部から南西に 20'"'"'30km圏にあ

る。周辺には、インディラ・ガンディ国際空

港があり、またデリーから延びる国道8号線

に沿ってスズキ自動車との合弁会社であるマ

ルチ・ウドヨグ社や二輪バイクのヒーロー・

ホンダ社などが立地する工業団地が開発され

ている。また近年ではIT関係のオフィスの立

地も進んでいる。

事例農村である GK村は、グ、ルガオン市の

中心部から南西6kmに位置し、グルガオン市

とは地方主要道路である州道24号線で結ばれ

ている。またGK村は、前述のグルガオンの工

業団地に隣接している。しかし土地利用計画

においてGK村周辺は農用地となっている O 調

査時点において、集落周辺にはまだ農地が広

がっており農村景観をとどめていた。ただ

し、すで、にハリヤーナー都市開発公社

(Haryana Urban Development Authority)に

よって、開発のための土地測量が 2003年に実
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第2表 GK村の力一ストと標本世帯の概要

サンプル サプル選挙人名簿
行政上の 男 女 合計 ン における割

カースト名 伝統的職業 位置注1
世帯数

(人) (人) (人) の(割%)合 A口 註2
(戸)

(%) 

プラーミン
僧農耕侶 ・地主

General 14 54 41 95 9.1 10.9 
ジャート General 53 183 162 345 33.2 40.6 
バラギ 僧侶 O.B.C 11 33 26 59 5. 7 6.4 
カティ 大工 O. B. C. 4 14 13 27 2.6 1.8 
ナーイ 理髪業 O.B. C. l 2 2 4 0.4 0.6 
チャマール 皮清革掃加工・農業労働者 S. C. 32 111 98 209 20. 1 28.9 
パルミキ S. C. 10 41 32 73 7.0 4.4 
旧住民合計 125 438 374 812 78.2 93.6 

替塁 43 121 106 227 21. 9 6.4 
168 559 480 1， 039 100 100 

注1 ・General(一般)， O. B. C. (後進諸階級)， S. C. (指定カースト)

注2 不明を除く

出所)現地調査 (2003年12月)および選挙人名簿より作成

施されており、近い将来、農地は工業用地な

どの都市的土地利用への転換が予定されてい

る。

2 )集落と社会構成

国勢調査によると、 1971年以降の人口の動

向は、インド全体の平均とほぼ同じ増加率を示

している(第 1表)。この点では、都市化の影

響はあまりないと判断される。しかし近年では

多くの新住民の流入がみられる。

村の中の集落は、旧集落と 2つのコロニー

の3つの地区に分けられる。 2つのコロニーに

はそれぞれ学校と養鶏場が隣接しており、ここ

では便宜的にコロニー(学校)、コロニー(養

鶏場)と表記する(第 l図)。コロニーは、地

主によりスポット的に宅地開発されたもので、

それぞれ20から 30軒ほどのプロットからな

る。これらコロニーに多くの新住民が流入して

いる O

旧住民は前述のとおり、 7つのカースト・グ

ループからなる。第2表で示したカーストの順

序は、現地の調査協力者とともに判断したカー

ストランキングにもとづいたものである。カー

ストランキングのトップにくるのは、僧侶をイ云

統的な職業とするブラーミンである。ただし、

村の中には僧侶を本職とする者はおらず、地主

や工場労働者、公務員(軍隊，警察)などの職

についている。次は、北部インドに広く分布す

る農耕・地主カーストのジャートである。

ジャートは、村の人口の4害IJを占め、また経

済・政治上の有力なカーストであり、この村の

ドミナント・カーストに位置づけられる。ブ

ラーミンとジャートの 2つのカースト・グソレー

プは、行政上、一般カースト (General)とさ

れる。以下に述べる指定カースト (s.C. )や後

進諸階級(0.B. C)になされている各種の補助や

留保の対象にはならない。一方、社会・経済的

に低位におかれ、留保制度などが適用される指

定カーストに指定されているのがチヤマールと

バルミキのカースト・グループであり、指定

カーストは村全体の 3害IJを占めている。この他

に、一般カーストと指定カーストの中間に位置

づけられる後進諸階級のパラギ、カティ、ナー

イの 3つのカースト・グループ。がある O

第 1図は、それぞれの社会集団ごとにその

居住を示したものである。 7つのカースト・グ

ノレーフ。で、構成される旧住民は、旧集落のみに居

住し、それぞれのカーストごとの住み分けの傾

向がみいだせる。また旧住民でコロニーに住ん

でいるものはいなかった。一方、新住民の大部

-12-

第2表 GK村の力一ストと標本世帯の概要

サンプル サプル選挙人名簿
行政上の 男 女 合計 ン における割

カースト名 伝統的職業 位置注1
世帯数

(人) (人) (人) の(割%)合 A口 註2
(戸)

(%) 

プラーミン
僧農耕侶 ・地主

General 14 54 41 95 9.1 10.9 
ジャート General 53 183 162 345 33.2 40.6 
バラギ 僧侶 O.B.C 11 33 26 59 5. 7 6.4 
カティ 大工 O. B. C. 4 14 13 27 2.6 1.8 
ナーイ 理髪業 O.B. C. l 2 2 4 0.4 0.6 
チャマール 皮清革掃加工・農業労働者 S. C. 32 111 98 209 20. 1 28.9 
パルミキ S. C. 10 41 32 73 7.0 4.4 
旧住民合計 125 438 374 812 78.2 93.6 

替塁 43 121 106 227 21. 9 6.4 
168 559 480 1， 039 100 100 

注1 ・General(一般)， O. B. C. (後進諸階級)， S. C. (指定カースト)

注2 不明を除く

出所)現地調査 (2003年12月)および選挙人名簿より作成

施されており、近い将来、農地は工業用地な

どの都市的土地利用への転換が予定されてい

る。

2 )集落と社会構成

国勢調査によると、 1971年以降の人口の動

向は、インド全体の平均とほぼ同じ増加率を示

している(第 1表)。この点では、都市化の影

響はあまりないと判断される。しかし近年では

多くの新住民の流入がみられる。

村の中の集落は、旧集落と 2つのコロニー

の3つの地区に分けられる。 2つのコロニーに

はそれぞれ学校と養鶏場が隣接しており、ここ

では便宜的にコロニー(学校)、コロニー(養

鶏場)と表記する(第 l図)。コロニーは、地

主によりスポット的に宅地開発されたもので、

それぞれ20から 30軒ほどのプロットからな

る。これらコロニーに多くの新住民が流入して

いる O

旧住民は前述のとおり、 7つのカースト・グ

ループからなる。第2表で示したカーストの順

序は、現地の調査協力者とともに判断したカー

ストランキングにもとづいたものである。カー

ストランキングのトップにくるのは、僧侶をイ云

統的な職業とするブラーミンである。ただし、

村の中には僧侶を本職とする者はおらず、地主

や工場労働者、公務員(軍隊，警察)などの職

についている。次は、北部インドに広く分布す

る農耕・地主カーストのジャートである。

ジャートは、村の人口の4害IJを占め、また経

済・政治上の有力なカーストであり、この村の

ドミナント・カーストに位置づけられる。ブ

ラーミンとジャートの 2つのカースト・グソレー

プは、行政上、一般カースト (General)とさ

れる。以下に述べる指定カースト (s.C. )や後

進諸階級(0.B. C)になされている各種の補助や

留保の対象にはならない。一方、社会・経済的

に低位におかれ、留保制度などが適用される指

定カーストに指定されているのがチヤマールと

バルミキのカースト・グループであり、指定

カーストは村全体の 3害IJを占めている。この他

に、一般カーストと指定カーストの中間に位置

づけられる後進諸階級のパラギ、カティ、ナー

イの 3つのカースト・グループ。がある O

第 1図は、それぞれの社会集団ごとにその

居住を示したものである。 7つのカースト・グ

ノレーフ。で、構成される旧住民は、旧集落のみに居

住し、それぞれのカーストごとの住み分けの傾

向がみいだせる。また旧住民でコロニーに住ん

でいるものはいなかった。一方、新住民の大部

-12-



ロ ブラーミン

③ ジャート

× パラギ

・カティ
O ナーイ

O チャマール

. パルミキ

. .居住民

(18集落)

グルガオンへ

(コロニー(養鶏渇)) 

¥一日
同
}
d
ト丁

第1図 GK村の力一スト別居住形態

分は2つのコロニーに住んで、おり、!日集落での

居住はそれほど多くない。またコロニーで、は大

部分が持ち家で、借家の割合は小さく、一方旧

集落に住む新住民はすべて借家であった。

3. 学校の立地

1 )教育制度

インドでは、教育は州政府の所管であり、州

によって教育制度は異なる口現在では、初等教

育 (5年)、前期中等教育 (5年)、後期中等教

育(2年)としづ編成に統一されつつある。 GK

村が属するハリヤーナー州、比、基本的には、こ

の編成である。

初等教育は5歳から始まる。中等教育は3

つの段階に分かれ、第6学年から第8学年、第

9学年と 10学年(以上、前期)、そして第11学

年と第 12学年(以上、後期)である。第 10学

年と第12学年修了時に修了試験が課せられ、そ

の結果は進学・就職に大きな意味をもっ。

インド全体の識字率は急激に高くなってい

る。 GK村の識字率は、インド全体と比べて、高

し、値で推移してきた(第 1表)0 1971年では

33.8%であったのが、 2001年には65.1%にま

で上昇している。いぜんとして、男女聞の格差

はあるものの、女性の識字率も 50%を超えて

いる。このような識字率の向上は、教育の普及

の成果であるといえよう。

2)公立学校

GK村には初等教育と前期中等教育(第 10学

年まで)をカバーする公立学校がある。GK村に

公立学校が設立したのは 1961年である。当初

は第5学年まで、で、あった。その後、 1993年に第

8学年まで、そして 1998年に第10学年までと、
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しだいに学校規模を拡張してきた。

調査時点では、第 1学年から第5学年までの

初等教育が、各学年 1クラスずつの計5クラ

ス、児童数は215人(うち男子 123人、女子92

人)であった。最も多いクラスは第2学年の52

人、反対に最も少ないクラスは第3学年の38人

である。第6学年から第 10学年の中等教育に

おいては、第8学年のみ 2クラスで編成され、

その他の学年は 1クラスであった。在学生徒数

は、 265人(うち男子 133人、女子 132人)で

あるD 初等・中等教育あわせて、 480人の児童・

生徒が学んでいるD このような初等・中等教育

の複合学校はインドでは一般的であり、この形

態は私立学校でも同様である。初等教育の児童

の大部分はGK村の子供である。中等教育の生

徒は、GK村に加えて隣村からの子供が通学して

し、る。

教員スタッフは、全員で 13人(男性教員 2

人、女性教員 11人)である O そのうち 5人が

初等教育担当で、残りの 8人が中等教育担当で

ある。初等教育ではクラス担任制で、それぞれ

の教員が 1学年ずつを担当している。中等教育

は教科担任制であり、それぞれの担当は自然科

学 (Science) 1人、人文・社会科学 (Social

Study) 3人、数学 (Mathematics) 1人、国語

(Hindi) 1人、古典 (Sanskrit) 1人、美術

(Drawing) 1人であった口

3) 私立学校

標本調査の回答から得られた私立学校は、全

部で22校であった。以下の分析では、そのう

ち初等教育に該当する児童が通学している 14

校を対象とするが、ここでは私立学校全体の特

徴を押さえることにしたい。私立学校で共通し

ていることは、すべて英語を教育言語としてい

ることである O それは公立学校がヒンディ一語

で教育していることと対照的である白山村の子

供が通学している私立学校は、村内に3校ある

が、その他はグルガオン市内など村から数キロ

離れたところにある。そのため、子供たちは各

学校が用意したスクールパスを利用し通学して

いる。私立学校の特徴として、多くが保育園・

幼稚園を併設しており、また対象学年を確認し

た8校中4校が12学年までを対象としていた。

私立学校の規模や授業料については、ぱらつ

きが大きいD 授業料は学年があがるにしたがっ

て高額になる。第 1学年は最低でも月額150ル

ビー 2)で、 500ルビー前後のところが多い口比

較的施設の整った私立学校を例にすると、第 1

学年から第5学年まで、の授業料は600ノレピーで

あるD それに加えて、入学試験料600ルビー、

入学金 1，000ルビー、保健関係費400ルビーが

必要である O 学年末の試験には試験料が加わ

り、さらにスクールパスを利用する場合は距離

に応じて月 300'"'-' 525ルビーのバス代がかか

る。このほかに、学校指定の制服や教具の購入

費が必要であり、無償で、かっ種々の援助がある

公立学校に比べると、親の負担はかなり大きい

といえよう口

4 学校選択と児童の属性

1 )考察対象児童の概要

考察の対象である 122名の児童の学年と年齢

の関係を整理したのが、第3表である。初等教

育がはじまるのは5歳児からであり、 12月に

調査したことから、第l学年の児童の年齢は5

歳か6歳となる。この表が示すように、治、なり

の落第生がし、ることが分かるヘ 15歳で第5学

年というのは、第 5学年でドロップアウトし

て、その後の教育は受けていないことを示して

し、る O

第4表は、 122人の児童の通学学校について

整理したものである。公立学校(以下、単に公

立と示す)が 5校、私立学校(以下、単に私立

と示す)が 14校の計 19校に通学していること

がデータとして得られた。 122人のうち公立に

通学している児童が77人、私立は45人である O

公立のうち、大部分はG1に通学している。こ

のG1というのは、前述したGK村にある公立で

ある。この他の公立への通学の数はそれぞれ l
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第3表 初等学校の生徒の年齢と学年の関係

人と少なく、通学理由も親の勤務地との関係な

どの理由によるものである。Gl以外の公立の立

地は、駅のあるガリ・ハルスル(GarhiHarsaru) 

に1校、グルガオンに3校である。

一方、私立は、 P1、P3、P12が村内に立地

した私立である。最も多い9人から PI0'"'-' P15 

の1人と特に特定の学校への集中はみられな

先に述べたように、私立はかなりの費用が

かかり、親の経済的負担も大きい。それにもか

かわらず、このように多くの児童が私立に通学

している。それは、村周辺に私立が多く立地し

ていることや各私立がスクールパスを用意する

など通学園が広がったこともさることながら、

GK村内において教育熱が高まっていることの

反映ととらえることができる。

2)学校選択と学歴・経済力・カース卜との関
1<; tポ

私立の中には、その学校規模や施設の整備

状況など、一口に私立といっても、かなりのば

らつきがある。しかし、私立である以上、親の

経済的負担が必要あり、その点で親がその子供

を公立に行かせるか、私立に行かせるかの意思

決定には大きな差や意味があると考える。そこ

で、本研究では、公立と私立の2区分のみで、

以下の考察を行なうことにする。分析において

第4表 GK村児童の通学学校とその生徒数

(人)

公・私立 学校 教育言語 男子女子合計
Gl Hindi 42 31 73 
G2 Hindi 1 O l 

公 G3 Hindi 1 O 1 
立 G4 Hindi O l 

小G5計
Hindi 

4O 532177  1 

Pl English 4 5 9 
P2 English 6 2 8 
P3 English 4 2 6 
P4 English 2 2 4 
P5 English 2 2 4 
P6 English 2 3 

手ム P7 English 2 O 2 

立
P8 English 2 O 2 
P9 English 1 l 2 
PI0 English O l 
Pll English 1 O 
P12 English 1 O l 
P13 English O 1 1 

小Pl言4十 ~.~ß~L~.h. 
2O 718145  1 

合計 72 50 122 
私立の割合併) 37.5 36.0 36.9 
出所)現地調査 (2003年12月)より作成

は、公立・私立の学校選択と親の学歴・経済力・

カーストの 3点とのかかわりを、特に私立の割

合に注目して考察を行なう D なお、ナーイは、

もともと世帯数が少なく、標本調査世帯に該当

する児童がいなかったことから、以下の考察で

は取り扱わない。

第5表は、学校と親の学歴について整理し

たものである。両親の学歴で、まず特徴的なこ

とは、母親の文盲・未就学の割合が高いという

点である。母親の37%が文盲・未就学となって

し、る。それに対して、父親のそれはわずかに5

%であり、相対的に父親の学歴が母親の学歴よ

りという傾向がみられるO 識字率でみたよう

に、 GK村の識字率は急激に高くなっている。し

かし、親の世代では、いぜんとして識字率の低

いことがうかがえる。私立の割合に注目する

と、親が高学歴であるほど、私立の割合が高い

ことが読み取れる。特に母親が高学歴である場

合は、私立の割合が極めて高い。

次に家庭の経済力との関係をみてみる(第6

表)。対象世帯の平均月収入は、 6，247ルピー、

最低は1，800ノレピー、最も多い世帯で24，000ノレ
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第 5表 GK村における学校選択と児童の両親の最終学歴の関係

(人， %) 
最終学歴 父親 母親 全体

公立私立 j小計 私立の割合 公立私立j小計 私立の割合 合計 私立の割合

文盲・未就学 6 

1o83si i i i 

6 0.0 
1'""-'5学年 12 15 20.0 
6'""-'8学年 22 27 18. 5 
9 • 10学年 22 40 45.0 
11・12学年・ ITI 10 14 24 58. 3 
大卒以上 5 5 10 50.0 
合計 77 45l 122 36.9 
出所)現地調査 (2003年12月)より作成

ピーであり、中央値は5，000ルビーであった。

そこで2，500ノレピー未満、2，500'"'-'5， 000ノレピー、

5，000'"'-' 7，500ルピー、そして 10，000ルビー以

上の4区分に分けて整理した。繰り返し述べて

し、るように、私立へはかなりの費用負担が必要

である。それを反映して私立の割合は、経済力

との関係が強く、収入の高い世帯ほど、私立に

子供を通わせている o 一方、それとは逆に、

5，000ルビー以下の世帯ではほとんどが公立へ

行かせており、私立の割合は低い口

40 
11 
17 
6 
3 。
77 

10 5 7 
45 11. 1 51 (20. 9) 9.8 
21 47.6 36 (14.8) 36. 1 
24 29.2 51 (20. 9) 23.5 

12 18 66. 7 58 (23. 8) 51. 7 
7 10 70.0 34 (13. 9) 61. 8 
4 41 100. 0 14 (5. 7) 64. 3 
45l 122 36.9 244 (100.0) 36.9 

第6表 GK村における学校選択と経済力の関係

収入 公立私立 i計 私立の割合
(ルビー) (人) (人)i(人) (%) 

不明 2 0: 2 。
2，500未満 15 31 18 16. 7 

2， 500"-'5， 000 33 71 40 17.5 

5，000"-'7，500 10 165i i 
26 61. 5 

7，500"-'10，000 8 13 38.5 

10，000以上 9 14: 23 60.9 

計 77 45: 122 36.9 
出所)現地調査 (2003年12月)より作成

カーストとの関係をみてみると私立の割合 第 7表 GK村における学校選択と力一ストの関係

は、ほぼカーストランキング、に沿ったもので、

とくに指定カーストにあたるチャマールとパル

ミキの割合が低くなっている(第 7表)。しか

しながら、カーストランキングのトップである

ブラーミンの割合が低い口この点については、

個別に検討してみたいD 公立へ通う 8人のう

ち、 3人の親は、収入が 2，700、2，900ルビー

とブラーミンの世帯の中では極端に低い世帯で

ある。また4人は世帯収入が 10，000ルビー以

上であるが、親の学歴が相対的に低い。そして

残りの 1人は、収入・親の学歴とも高い。この

子は女子で、直接の聞き取りでは、女の子に学

歴をつける必要はないということで公立に行か

せているとのことであった。ちなみにこの家庭

の男の子は私立に通学している。一方、カース

トランキングの低いパルミキで、私立に通って

いる 4人について検討してみた。 4人の家族収

カースト名 公立 私立 i 計 私立の割合
(人) (人) (%) 

ブラーミン 8 13 38.5 
ジャート 12 21 33 63.6 
パラギ 2 2 4 50.0 
カティ 3 2 5 40.0 
チャマール 25 3 28 10. 7 
パルミキ 11 4 15 26. 7 
新住民 16 8 24 33. 3 
計 77 451 122 36.9 
出所)現地調査 (2003年12月)より作成

入はばらつきがあるが、いずれも親の学歴は高

いという共通点がみいだされた。
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第8表 GK村における力一ストと学歴の関係

カースト名 文盲・未就学 1 ""'5学年 6""'8学年 9・10学年 11・12学年 ・ITI 大卒以上 計

(人) (%)人) (%) (人) (%) (人) (%) (人) (%) (人) (%) (人)

アラーミン 4 (15.4) 6 (23. 1) 8 (30.8) 4 (15. 4) 4 (15.4) 26 

ジャート 5 (7.6) 8 (12. 1) 13 (19. 7) 25 (37.9) 13 (19.7) 2 (3.0) 66 

パラギ 2 (25.0) 4 (50.0) 2 (25.0) 8 

カティ 2 (20.0) 3 (30.0) 5 (50.0) 10 
チャマーノレ 21 (37.5) 11 (19.6) 8 (14.3) 9 (16.1) 3 (5.4) 4 (7. 1) 56 

新パル住民ミキ 3((310.03) ) 3((110.07) ) 11((236.87) ) 2(1 (6.7) 9 (30.0) 2(6.27) ) 30 
16 (33. 8 (16. 10 (20. 7 (14.6) 5 (10.42 2 (4. 48 

計 51 (20.9) 36 (14.8) 51 (20.9) 58 (23.8) 34 (13. 92 14 (5. 7) 244 
出所)現地調査 (2003年12月)より作成

第9表 GK村における力一ストと経済力の関係

2，500 2，500-5，000 5，000-7，500 7，500-10，000 10，000 平均
不明 ルピー ルピー 計

未満
ルピー ルピー ルピー

以上
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3) カーストと学歴・経済力との関係

前項の検討の結果、①親の学歴が高いほど私

立学校の割合は高い、②家庭の経済力が高いほ

ど私立学校の割合が高い、③カーストランキン

グが高いほど私立学校の割合が高い、という 3

つの傾向がみいだされた。このうち③は、従来

のインド社会の傾向を反映したものである。そ

こで、ここではカーストに注目し、カーストと

学歴・経済力との関係について検討する。

第8表は、カーストと親の学歴を整理したも

のである。第5表で指摘したように、父親の学

歴と母親の学歴にはかなりの差がある口この表

では、両者をあわせているので、学歴にばらつ

きがみられる。文盲・未就学の大部分は母親で

あり、大卒以上は全員が父親である。この表の

区分で最も多く占めているのが、 9'10学年で

ある。 9 • 10学年以上とそれより低い 6'"'-'8学

年以下にわけで、カーストごとにみてみると、

一般カーストのブラーミンとジャートは 9・

10学年以上の割合が 6割以上占めているのに
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対して、指定カーストのチャマールとバルミキ

は5害IJを切っている。特にチャマールは4割以

下であり、文盲・未就学が区分の中で最も高く

なっている。いぜんとしてこのようなカースト

聞の差はあるもの、指定カーストの教育水準は

確実に向上している。例えば、大卒以上につい

ても、割合としては低いもののチャマールやノく

ルミキで大卒以上の高学歴を有するものがでで

きている。また村の中でITI (Industrial 

Training Institute :工業技術訓練校)の学歴

を有する者は 5人おり、いずれもバルミキで

あった。このように学歴の面では、カースト聞

の格差は縮小の方向にあることが伺える。

次にカーストと経済力をみると、この点では

かなりの経済格差が存在していることが伺える

(第9表)。平均でみると、一般カーストである

ブラーミンとジャートは8，000ノレピー以上であ

り、一方指定カーストのチャマールとパルミキ

は5，000ルビー以下で、両者に2倍前後の差が

ある。ブラーミン、ジャートにおいては、月平
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均収入が10，000ノレピー以上の割合が最も高い。

それに対して、パルミキでは2，500~ 5，000ル

ビー、チャマールは2，500ルビー未満が最も高

し、害1]合を占める区分となっている。ブラーミン

やジャートでも 5，000ルビー以下の世帯があ

り、必ずしもカーストランキングが高ければ経

済力もあるというわけではなく、経済的には

カースト内で分化傾向がみられる O

最後に、学歴と世帯収入・ジェンダーの関係

についてみたい。大卒以ヒでありながら世帯収

入が 2，500~ 5，000ルビーと低い事例が 6件

あった。それは、すべてチャマールかバルミキ

に属する親である。もちろん，分析対象となっ

ているのは、 GK村の居住者であり、高学歴を得

たものが、村を出ている可能性が高いと考えら

れるが、高学歴が必ずしも経済力の向上を保障

するものではないという一面がうかがえる。ま

たチヤマール、パルミキでは、 10，000ノレピー以

上の世帯はおらず、カーストの枠を超えて、経

済的に成功している事例は分析対象の中からは

みいだされなかった。考察対象児童 122人のう

ち、私立に通学している児童は全体の 36.9o/c)

を占める。ジェンダ一間での違いについてみる

と、私立の割合が男子37.5%、女子36.00/0と

ほとんど差がないという結果が得られた(第4

表)。

5掴おわりに

先行研究では、私立学校と公立学校の生徒

間の学力格差が指摘されている。また私立学校

は英語が教育言語であったり、公立学校に比べ

て教育環境も整っている。そのため、多くの親

は私立学校へ行かせることを望んでいるが、親

の経済的負担は大きい。都市化・工業化の影響

下にあるは村では、周辺に、多くの私立学校

が立地し、村の 36.9<Yoの子供が私立学校で学

んでおり、教育熱は高まっている現状が明らか

となった。その現状を踏まえて、初等教育にお

いて公立学校と私立学校に通っている児童の

バックグランドについて検討した。その結果、

①親の学歴が高いほど私立学校の割合は高い、

②家庭の経済力が高いほど私立学校の割合が高

い、③カーストランキングが高いほど私立学校

の割合が高いという傾向がみいだされた。

カーストと学歴・経済力との関係をみると、

学歴面においては、全体としては、前回のR村

の事例と同様、親世代、児童世代ともに、一般

カーストと指定カース卜聞に格差が存在する。

しかし、指定カーストでも高学歴者がでできて

おり、格差が縮小傾向になることがデータから

読み取れた。また経済力については、カースト

間の格差はいぜんとして大きい。カーストラン

キング上位に位置する一般カース卜において、

収入の少ない世帯があり、カースト内の経済力

の分化傾向がみいだされた。その逆に、指定

力一ストから高い学歴を通じて、直行、収入を得

ている事例はみいだされなかった。

現状では、教育が親の学歴.経済力.カ一ス

トに規定される点が大きいことが確認された口

全体としては、カ一ストにおける学歴の格差(

縮小されつつあるが、経済格差カが1九し、ぜんとして

大きく、また高い学歴が必ずしも経済的成功を

保障するものではないことが明らかとなった。

また私立学校と公立学校の格差が実態として存

在し、その学校選択において特に経済力の規定

要素が強い、それゆえに、教育は、経済力の平

準化ではなく、その経済力の再生産の機能を果

たしている面が強い。そしてその経済力は旧来

のカーストとの関係が強いことから、教育が

カース卜に基づく社会階層の再生産をもたらし

ているという一面があることも指摘される。

付記

本研究にあって、現地調査に協力いただいたジャ

ワハルラル・ネル一大学の R.C.シヤルマ先生、ジャ

ミヤミリヤ・ムスリム大学のイシタック先生、ジャ

ワハルラル・ネル一大学とジャミヤミリヤ・ムスリ

ム大学の大学院生ならびに GK村の方々に記して感謝

申し上げます。また本研究は、平成 15年度文部科学
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